
企
部
官
邸
志
巻
四

た
る
尾
張
士
た
る
平
野
誕
一
右
衛
門
が

一
族
た
る
事
著
明
也
o
然
ら
ば

彼
の
裕
一
右
術
門
坂
k
t
m脳
死
せ
し
茜
右
術
門
の
子
孫
た
り
と
の
体
役

は
、
全
〈
後
人
の
附
合
よ
り
起
り
た
る
設
た
る
べ
し
。

金
棒
古
蹟
志
悲
五

城
郭
諸
的
紛
下

O
鶴
，

丸

此
の
曲
輸
は
、
本
丸
と
三
，
丸
と
の
聞
な
り
。
有
部
武
点
の
金
部
制
見

闘
秘
K
、
鶴
，丸
は
絡
の
下
り
底
た
る
を
芳
務
院
君
御
覧
あ
り
て
、
持
一

だ
悦
び
給
う
て
名
付
け
ら
る
と
い
へ
り
と
。
三
州
芯
来
関
紙
究
附
録

に
も
、
鶴
，
丸
は
此
の
所
に
鈎
の
下
り
て
立
つ
を
、
芳
明
廿
君
見
給
ひ
、

是
主
務
し
名
づ
く
と
云
ム
。
と
あ
り
。
金
妓
深
感
銘
K
は
、
鶴
の
下

り
た
る
を
持
制
院
殿
御
覧
じ
て
悦
び
稔
ひ
名
付
け
給
ム
よ
し
。
と
い

へ
り
。
雨
続
い
づ
れ
か
正
設
な
ら
ん
。
按
宇
る
に
、
伯
，
丸
の
名
は
、

質
に
緒
的
輪
中
の
務
名
な
り
。
倭
娘
世
設
に
、
菅
笠
仁
天
皇
の
御
世
.

伊
勢
国
佐
々
牟
江
，
宮
の
前
な
る
荻
原
K
儲
の
居
て
、
八
百
獄
の
稲
を

く
は
へ
掠
げ
持
ち
て
略
吉
け
る
を
、
倭
制
限
命
撤
び
給
ひ

τ、
共
の
偽

の
居
た
る
応
に
、
八
極
秘
一
柳
図
，一
加
を
池
立
し
給
ム
主
し
見
ね
た
り
。

是
吾
が
皇
図
に
て
・
鶴
を
と
と
ほ
ぎ
け
る
事
の
始
め
た
ら
ん
か
o
甲

金
滞
士
ロ
践
志
谷
五

大
田

叩
文
名
勝
志
K
.
甲
山
主
閣
都
向
田
制
州
都
旬
郷
は
、
他
川
の
溢
な
る
べ
し
。

今
樋
川
騨
・
鶴
岡
明
等
の
地
名
あ
り
て
‘
此
の
港
陀
往
昔
よ
り
鶴
住
め

り
。
此
の
地
溢
弧
の
郷
た
ら
ん
と
云
ム
。
夫
木
山
耕
民
、

雲
の
う
へ
陀
曲
制
限
り
う
ゑ
て
甲
斐
の
図

会長

家

鶴
の
郊
を
う
つ
し
て
ぞ
見
る

此
の
歌
の
駐
K
一
耳
ふ
。
風
土
紀
日
。
甲
斐
図
鶴
郡
有
=菊
花
山
↓
流
水

洗
ν
刻
。
飲
a

サ
穴
水
-
人
。
蒜
如
ν
仙
.
云
々
。
平
次
按
宇
る
民
、
芳
務
院
君

は
古
今
体
授
を
も
し
給
ひ
、
歌
聞
申
陀
長
じ
給
ふ
な
れ
ば
、
右
等
の
故

事
を
思
召
し
、
鶴
，
丸
と
は
名
付
け
給
ひ
た
る
た
ら
ん
か
。

O
鶴
J

丸
便
殿

山
院
長
の
頃
は
・
帥
w
，丸
に
使
殿
あ
り
て
‘
冊
州
大
納
言
利
長
卿
居
給
ひ
た

り
し
と
見
b
て
、
間
見
緋
鍬
に
、
太
悶
但
馬
主
御
成
政
の
事
五
月
十

四
日
朝
也
。
御
披
鶴
，
丸
に
て
横
山
山
減
守
に
被
is

仰
付
↓
但
馬
爪
の

あ
か
を
と
り
有
ν
之
底
を
、
山
城
上
意
と
て

、
但
馬
が
顕
、
左
の
方
を

初
太
万
に
切
る
。
但
目
的
が
太
刀
、
山
城
北
町
物
鼻
紙
か
け
て
切
れ
、
身

K
不
v
中
。
勝
尾
キ
左
衛
門
内
々
此
の
事
を
知
る
に
依
っ
て
、
戸
の
外

陀
有
v
之
。
但
馬
山
械
を
切
る
と
て
の
び
た
る
時
、
桜
島
ひ
よ
り
聾
を

か
け
て
、

岡
を
き
る
o
但
馬
よ
り
む
き
な
ぐ
る
太
刀
・
牛
左
衛
門
を




